
弥生スマート取引取込の仕訳ルールの移行について 

 

株式会社HAYAWAZA 

 

本資料では、弥生会計のスマート取引取込の仕訳ルールを、変換設定として HAYAWAZA

に取り込む方法についてご説明します。 

 

本機能は弥生会計版のみの機能となります。 

 

弥生会計スマート取引取込を開き、「仕訳ルール設定」画面を開きます。 

（※画面は弥生会計オンラインのものです） 

 

「エクスポート」をクリックします。 

自動でダウンロードが始まります。デフォルトでは、PC のダウンロードフォルダにデータ

が保存されます。 

 

※注 この時、ファイル名は変更しないでください。 

 

  



HAYAWAZA で事業所を開きます。 

 

保存した仕訳ルールのファイルをドロップします。 

 

※ドロップする画面のタブは問いません。 

※ファイル名に「_仕訳ルール.csv」が入っているデータをドロップしてください。 

 

 

 

 

 

 



仕訳ルールのファイルをドロップすると、以下の画面が表示されます。 

 

 

変換設定の比較の条件となる摘要を選択します。 

摘要１～３で選択してください。 

 

収入は貸方摘要が、支出は借方摘要が比較の条件となります。 

 

選択ができましたら「登録する」をクリックします。 

 

 

 

登録すると、「パターンの選択画面」が表示されます。 

仕訳ルールに紐づけたいパターンを選択して、「インポートする」をクリックします。 

 

 



以下の画面が表示されたらインポートは完了です。 

 

 

 

 

 

弥生スマート取引取込の仕訳ルールで、変換設定に登録される項目は以下になります。 

 

適用する条件 

「摘要」 

 

摘要する内容 

「勘定科目」 

「補助科目」 

「置換後の摘要」 

「請求書区分」 

 

 

 

※仕訳ルールには税区分の指定がないため、請求書区分によって以下のように変換設定に

取り込まれます。 

 対象外にする→「対象外」 

 適格にする→「課対仕入適格」 

 区分記載にする→「課対仕入区分」 

 指定なし→科目に紐づいた税区分 

 変更しない→[変換しない] 

 

 

以上 


